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１ 想定震源域等関連資料 
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 東海地震と東南海・南海地震 

○慶長地震（Ｍ7.9）

○宝永地震（Ｍ8.6）

死者 5,049 人 

○安政東海地震（Ｍ8.4）
   （３２時間後） 

○安政南海地震（Ｍ8.4）

死者 2,658 人 

○東南海地震（Ｍ7.9）

死者 1,251 人 
○南海地震（Ｍ8.0） 

死者 1,330 人 

破壊領域 

？ 

南海地震 
東南海地震

九 

州 

１６０５年 

１７０７年 

１８５４年 

１９４４年 

１９４６年 

１０２年 

１４７年 

９０年 
空白域

１４９年

東海地震?

○ 東海地震 
東南海地震(1944)で歪みが解放されず、安政東海地震(1854)から約 150

年間大地震が発生していないため、相当な歪みが蓄積されていることか

ら、いつ大地震が発生してもおかしくないとみられている。 

 

○ 東南海・南海地震 
おおむね 100～150 年の間隔で発生しており、今世紀前半での発生が懸

念されており、関東から九州にかけての広域防災対策を早急に確立して

いく必要がある。 

南海地震 東南海地震

２００３年 



 - 3 -

４．東南海・南海地震について 
（１）過去に発生した地震と被害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                               発生間隔 

                                                                    ？ 

 

 

                                                                 ほぼ同時 

 

 

                                                                 2 年 2 ヶ月 

 

 

 

                                                                    ？ 

 

                                                                    ？ 

 

                                                                 ほぼ同時 

                                                                 ほぼ同時 

 

                                                                  32 時間 

                                                                   

                                                                 2 年 14 日 

 

 

南海－駿河トラフ添いの巨大地震の時空間図。Ishibashi(1994)による図に寒川（1997）の結果（黒丸）

を付け加えたもの。斜体の数字は、巨大地震の発生間隔を示している。石橋・佐竹（1998）を改変。
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中央防災会議「東海地震に関する専門調査会」（2001）資料より 



 ６

 

 

1944年東南海断層モデルと未破壊領域の境界

中央防災会議「東海地震に関する専門調査会」より引用
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プレート形状から見た想定震源域の境界

中央防災会議「東海地震に関する専門調査会」より引用
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固着域及びバックスリップ領域との位置関係

中央防災会議「東海地震に関する専門調査会」より引用
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東海地震の想定震源域

プレートの深さ 

：新たな想定震源域

：中央防災会議(1979) 
 による想定震源域  

中央防災会議「東海地震に関する専門調査会」より引用 
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地震調査研究推進本部(2001)による想定震
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想定震源域とセグメントの概念図
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図      震度ⅣとⅤの境界から推定した紀伊水道付近の震源域の拡がり。 

円の半径は経験式により計算される震源距離で、S 波速度は震度ⅣとⅤの
境界線の桃色表示領域での平均値 400m／sとした。 

震度ⅣとⅤの境界
震度 4.5、S 波速度 400m／s
としたときの、経験式による

震源距離を半径とする円 

地震調査研究推進

本部による震源域
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1946年の昭和南海地震の各種震源モデル 

地震調査研究推進本部(2001)
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1707 年宝永地震の震源モデル 

 
地殻変動解析による 1707年宝永地震（Ando、1975） 

 
 

 
津波解析による 1707年宝永地震（相田、1981） 
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1854 年安政東海地震の震源モデル 

 
地殻変動解析による 1854年安政東海地震（Ando、1975） 

 

 
地殻変動解析による 1854年安政東海地震（Ishibashi、1981） 
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1854 年安政南海地震の震源モデル 

 
地殻変動解析による 1854年安政南海地震（Ando、1975） 

 

 
津波解析による 1854年安政南海地震（相田、1981） 
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地震動解析による 1944年昭和東南海地震（菊地・山中、2001） 

 
 

 
地殻変動解析による 1944年昭和東南海地震、1946年昭和南海地震（Sagiya&Thatcher、1999） 
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GPSデータ解析結果（西村他、1999） 

 

 
GPS データ解析結果（Sagiya、1999） 
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山崎・大井田(1985) 

 

 
Mizoue et al.(1983)のモデル 



 - 22 -

 
 
 

 
四国地方の震源分布断面図（木村・岡野、1998） 
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仲西他(1994)の探査結果。 
 



 - 24 -

 
 

 
爆破地震動の反射法解析によるフィリピン海プレートの沈み込み（吉井、1990） 
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東海沖から九州沖の地質構造単元（杉山、1990） 
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海底地質図（西南日本外帯沖広域海底地質図（100万分の１）、奥田、1977） 



 - 28 -

 
海底地形図（日本周辺海域中新世最末期以降の構造発達史、海洋調査技術第 13巻第１号、2001） 
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重力異常分布図 
日本重力 CD-ROM(地質調査所,2000)より作成 
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標 高 (m) 


